
みんな仲良く遊ぼうね
田島保育園 入園式

■３月定例会・・・・・・・・・・・・・２㌻
　平成３０年度当初予算概要・議案審議など
　特別委員会報告
　議員定数・議員報酬に関する条例の一部改正
■一般質問・・・・・・・・・・・・・・12㌻
　８人の議員が町政を問う
■委員会活動報告・・・・・・・・・・・21㌻
■議会報告会・・・・・・・・・・・・・23㌻
■町民の声・・・・・・・・・・・・・・24㌻

第４８号
平成３０年４月２５日

みなみあいづ
議 会 だ よ り



３ 月 定 例 会平成３０年度 当初予算概要

地方交付税（46.8％）
58 億 8,600 万円

町税（12.3％）
15 億 4,601 万 4 千円

繰入金（6.7％）
8 億 3,677 万 7 千円

諸収入（4.9％）
6 億 2,613 万 7 千円

各種交付金等（4.1％）
5 億 2,260 万円

国県支出金（11.0％）
13 億 8,127 万 2 千円

町債（14.2％）
17 億 8,220 万円

一般会計
歳入（収入）

自主財源
30 億 892 万 8 千円

（23.9％）

依存財源
95 億 7,207 万 2 千円

（76.1％）

一般会計

125億8,100万円

一般会計当初予算の推移

125億
8,100万円

138億
5,600万円127億

5,600万円
123億
6,600万円

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

【当初予算のポイント】
　平成３０年度の一般会計当初予算は、歳入歳出の額
がそれぞれ１２５億８, １００万円となりました。
　広域消防署新庁舎や伊南学校給食センター建設事業
などの大規模事業が動き出すものの、財政健全化に配
慮しつつ、事務事業の重点選別に努め、歳出予算の縮
減が図られた結果、前年度と同額の予算となりました。

【平成３０年度 重点施策】
　①働く環境の充実と町民所得の向上
　②福祉と子育て環境の充実
　③地域力の向上
　④社会資本整備の充実
　⑤安全安心の地域づくりへ向けた防災体制の充実

２

125億
8,100万円

総額１８４億５，１００万７千円



３ 月 定 例 会 平成３０年度 当初予算概要

総額１８４億５，１００万７千円平成３０年度
当 初 予 算

【平成３０年度 各種会計当初予算】

会計区分 一般会計 特別会計
企業会計

国民健康
保　　険

後期高齢者
医　　　療 介護保険 農 林 業

集落排水 公共下水道 水道事業

予 算 額 125億
8,100万円

48億
10万円

18億
1,300万円

2億
2,970万円

22億
2,780万円

1億
4,660万円

3億
8,300万円

10億
6,990万7千円

前年度比 0円
▲3億

3,800万円
▲4億

3,900万円 ＋1,140万円
＋1億

160万円 ▲600万円 ▲600万円
▲2億
9,332万6千円

一般会計
歳出（支出）

総務費（14.4％）
18 億 618 万 1 千円

民生費（18.9％）
23 億 8,361 万 2 千円

衛生費（8.1％）
10 億 2,183 万 9 千円

労働・商工費（6.1％）
7 億 6,539 万 4 千円

農林水産業費（6.9％）
8 億 6,547 万 8 千円

土木費（9.6％）
12 億 515 万 2 千円

教育費（12.5％）
15 億 7,281 万 6 千円

災害復旧費（0.4％）
5,446 万 4 千円

公債費（12.9％）
16 億 2,053 万 9 千円

議会・消防費など（10.2％）
12 億 8,552 万 5 千円

　平成３０年第１回定例会が、３月９日から１６日までの８日間の会期で開催され、町からは、
条例制定・改正・廃止１６件、平成２９年度補正予算６件、平成３０年度当初予算７件、報告１件、
諮問１件、その他の議案１１件が提出されました。
　また、議会からは議員提出議案が２件、委員会提出議案１件が提出され、慎重な審議が行われま
した。

３



３ 月 定 例 会平成３０年度 新規事業一覧

４

【一般会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
事　業　名 予算額 事　業　目　的　・　内　容

地 域 公 共 交 通 網 形 成 計 画 等 策 定 事 業 8,896
町内公共交通の効率的、効果的な運行形態や利便性の向上を目指し、
地域公共交通網形成計画を策定

ひ き こ も り 者 社 会 復 帰 支 援 事 業 3,000
ひきこもり者を把握し、訪問 ･ 訓練 ･ 社会復帰のための活動場所の提
供と訪問事業を実施

成 年 後 見 制 度 利 用 支 援 事 業 4,998
判断能力が十分でない高齢者等に対して、成年後見制度をはじめとす
る制度等の紹介や利用支援を実施

産 後 ケ ア 事 業 1,307
産後の母子に対して心身のケアや育児のサポート等を行い、産後も安
心して子育てができる支援体制を確立

第 ２ 次 環 境 基 本 計 画 策 定 事 業 6,642
計画策定から 10 年が経過する町環境基本計画を改定し、現状に沿っ
た計画を策定

I C T 人 材 育 成 事 業 462
田島 ･ 南会津 ･ 只見高校及び町内に住所を有する高校生を対象に、ICT
への関心を高め、地元企業への就職を促すための人材育成事業を実施

森 林 の 仕 事 体 験 事 業 250
林業従事者数を増加させるため、林業に従事したい人を対象に短期的
な林業体験事業を開催

稲 作 農 家 支 援 事 業 23,300
平成 30 年産米から米の直接支払交付金が廃止されることから、稲作
農家の収入減少を緩和するための支援を実施

物 産 品 販 売 促 進 事 業 1,936
特産品の販売促進のため、町の特産品である地酒、漬物、木工品等を
紹介するガイドブックを製作

人と自然が未来に輝く観光地域づくり事業 3,125
観光による地域づくりを推進するため、観光客の動向調査やワーク
ショップを開催

観 光 情 報 発 信 事 業 3,024
町の観光情報の発信力強化のため、観光プロモーション映像を更新し、
無料動画サイト等で情報発信を実施

観 光 誘 客 プ ロ モ ー シ ョ ン 事 業 11,000
新たな誘客と観光 PR のため、町の観光資源やイベントを紹介する CM
放送等を実施

四 季 の 彩 り フ ォ ト コ ン テ ス ト 事 業 1,785
通過型観光から滞在型観光への転換により、観光客の増大を目指し、
年間を通したフォトコンテストを実施

リ バ テ ィ 会 津 利 用 向 上 促 進 事 業 2,160
会津田島駅を利用する観光客に地酒を PR するため、駅構内に清酒有
料試飲機を設置

リ バ テ ィ 会 津 １ 周 年 記 念 事 業 2,000
たかつえカントリークラブと会津高原アストリアホテルズの宿泊パッ
クプランによる首都圏からの誘客を実施

消 防 車 両 更 新 事 業 20,000 小型動力ポンプ付積載車２台を更新（羽塩、白沢）

消 防 車 両 格 納 庫 建 設 事 業 20,513 老朽化した消防車両格納庫の建て替え（岩下）

全国瞬時警報システム新型受信機導入事業 3,564
緊急情報の伝達体制の強化のため、全国瞬時警報システム（J アラート）
の新型受信機を導入

東 京 オ リ ン ピ ッ ク 合 宿 地 誘 致 事 業 400
選手との交流等により全国で活躍できる人材の育成や地域活性化のた
め、2020 年東京オリンピック事前合宿地の誘致活動を実施

と も に 手 を 携 え、 み ん な で 目 指 そ う
着 実 な 地 域 活 力 の 向 上 ！  



ワカモノ会議主催「EXTREME 節分」イベントのようす
（平成 30 年２月３日 たかつえスキー場）

３ 月 定 例 会 平成３０年度 当初予算審議

５

財
産
収
入
（
立
木
売
払
収
入
）

歳入
全般

問
　

７
５
０
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
を

予
定
し
て
い
る
か
。

　

八
総
地
区
の
カ
ラ
マ
ツ

林
と
界
地
区
の
ス
ギ
林
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

答

新
庁
舎
駐
車
場
整
備
工
事
請
負
費

総務費問
　

完
成
時
期
は
。

答
　

今
年
７
月
の
祇
園
祭
前

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

問
　

旧
庁
舎
の
駐
車
場
に
比

べ
て
、
車
を
降
り
て
か
ら

窓
口
ま
で
の
距
離
が
遠
く

な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す

が
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

な
ら
な
い
か
。

答
　

庁
舎
機
能
を
考
え
る

と
、
あ
る
程
度
距
離
が
出

る
の
は
や
む
を
得
な
い
と

考
え
ま
す
。

問
　

足
の
不
自
由
な
方
な
ど

の
交
通
弱
者
の
方
が
車
で

来
ら
れ
た
場
合
の
乗
り
入

れ
は
。

答
　

ロ
ー
タ
リ
ー
の
近
く
に

障
が
い
者
用
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

南
会
津
ワ
カ
モ
ノ
会
議
事
業
補
助
金

総務費

鳥
獣
被
害
対
策
遺
伝
解
析
委
託
料

農林水
産業費

問
　

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
今

後
の
計
画
は
。

答
　

若
者
を
中
心
と
し
た
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
た
め
、
平
成
29
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
若
者
が
元
気
も
り
も

り
楽
し
ん
で
い
る
町
」
を

基
本
理
念
と
し
て
、
山
王

茶
屋
で
の
映
画
上
映
、
た

か
つ
え
ス
キ
ー
場
で
の
節

分
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
実
施
や
、

首
都
圏
に
暮
ら
す
本
町
出

身
者
の
若
者
を
参
集
し
、

「
内
か
ら
の
目
・
外
か
ら

の
目
」
か
ら
故
郷
を
見
つ

め
な
お
す
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
元
高
校
生

と
の
意
見
交
換
や
、
ス

キ
ー
場
を
活
用
し
た
交
流

な
ど
、
よ
り
実
践
的
な
活

動
を
企
画
し
て
ま
い
り
ま

す
。

問
　

委
託
先
と
委
託
内
容

は
。

　

委
託
先
は
福
島
大
学
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
外
で
捕
獲
し
た
ニ

答

ホ
ン
ジ
カ
の
D
N
A
を

解
析
し
、
行
動
範
囲
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
こ
と

で
、
今
後
の
捕
獲
活
動
や

個
体
数
調
査
に
活
用
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

鳥獣対策専門員によるニホンジカ調査のようす



３ 月 定 例 会

６

観
光
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
補
助
金

商工費

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
合
宿
地
誘
致
事
業

教育費

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
運
営
補
助
金

教育費

問答
　

事
業
の
内
容
は
。

　

こ
れ
ま
で
町
の
観
光

P
R
を
行
っ
て
き
た
中

で
、「
認
知
度
が
低
い
」「
慢

性
的
な
情
報
発
信
不
足
」

「
目
的
地
で
は
な
く
通
過

点
に
な
っ
て
い
る
」
の
３

つ
が
課
題
と
な
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
解

消
し
て
い
く
た
め
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
行
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
県
内
や

関
東
圏
の
テ
レ
ビ
局
と
の

連
携
に
よ
る
Ｃ
Ｍ
放
送
の

実
施
や
、
全
国
に
販
売
さ

れ
る
旅
行
雑
誌
へ
掲
載
す

る
な
ど
、
町
の
知
名
度
向

上
に
向
け
た
観
光
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
　

事
業
の
内
容
は
。

答
　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
時
に
、
ア
ル
メ
ニ
ア
共

和
国
の
レ
ス
リ
ン
グ
チ
ー

ム
の
事
前
合
宿
地
と
し

て
、
合
宿
誘
致
活
動
を

行
っ
て
い
く
た
め
の
事
業

で
す
。

　

現
時
点
で
は
、
本
町
が

合
宿
地
に
な
る
か
は
未
定

で
す
が
、
今
年
度
は
、
誘

致
活
動
を
行
う
た
め
に
、

ア
ル
メ
ニ
ア
大
使
館
と
の

連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

問
　

昨
年
、
本
町
は
初
参
加

で
、
鹿
児
島
県
阿
久
根
市

と
対
戦
し
ま
し
た
が
、
結

果
は
残
念
な
が
ら
敗
北
で

し
た
。

　

今
年
度
も
参
加
す
る
に

あ
た
り
、
５
月
末
の
本
番

に
向
け
て
、
毎
週
水
曜
日

は
運
動
す
る
日
と
い
う
こ

と
を
住
民
に
呼
び
か
け
し

て
は
。

答
　

昨
年
は
初
参
加
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
参
加
自
治

体
の
う
ち
、
最
下
位
と
い

う
結
果
で
し
た
。

　

ま
ず
は
事
業
内
容
を
住

民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
ま
す
。

　

昨
年
の
反
省
を
踏
ま

え
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実

行
委
員
会
を
中
心
に
、
Ｐ

Ｒ
の
方
法
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　３月定例会の議案審議では１５３件
の質疑がありました。
　紙面の都合上、議会だよりでは一部
のみ掲載しております。
　本会議のようすは、インターネット

（You Tube）で見ることができます。
 【http://www.minamiaizu.org/gikai/】

南会津町議会中継

東武鉄道新型特急リバティ会津
乗入れ直前キャラバンでの誘客活動のようす

( 平成 29 年 3 月 18 日 北千住駅 )

アルメニア共和国駐日大使が南会津町を視察するようす
( 平成 30 年２月３日 田島武道館 )

平成３０年度 当初予算審議



国
へ
意
見
書
を
提
出

３ 月 定 例 会 議案審議

委
員
会
提
出
議
案
第
１
号

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を

求
め
る
意
見
書

採択
　

福
島
県
の
最
低
賃
金
は
時
間
額
で
「
７
４
８
円
」
で

す
が
、
こ
れ
は
政
府
が
目
指
す
と
し
て
い
る
全
国
加
重

平
均
１
０
０
０
円
に
は
程
遠
い
金
額
で
あ
り
、
そ
の
水

準
は
平
成
18
年
か
ら
現
在
ま
で
全
国
31
位
と
低
位
に
あ

り
ま
す
。

　

県
内
勤
労
者
の
賃
金
水
準
や
経
済
情
勢
な
ど
と
比
較

し
て
も
極
め
て
低
く
、
一
般
的
な
賃
金
の
実
態
に
見

合
っ
た
十
分
な
水
準
の
引
き
上
げ
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
最
低
賃
金
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
最
低
賃

金
を
引
き
上
げ
る
環
境
整
備
に
向
け
、
中
小
・
地
場
企

業
に
対
す
る
支
援
策
の
強
化
な
ど
を
強
く
求
め
ま
す
。

７

議
案
第
22
号

教

育

長

の

任

命

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
長
の
任
命
案
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
命
さ
れ
た
星
英
雄
氏
は
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
教

育
長
に
就
い
て
い
ま
す
。

　

再
任
に
あ
た
り
、「
町
の
教
育
大
綱
の
理
念
で
あ
る

『
次
世
代
の
地
域
を
担
う
人
材
の
育
成
』
に
、
町
民
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
教
育
環
境
の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

請願（陳情）書の提出方法
　請願（陳情）の提出は、次の記入例により必要事項
を記入し、事前に議会事務局へ連絡のうえ、提出して
ください。
　【紹介議員】
　　◆請願は１名以上　　◆陳情は不要
　【受理できない場合】
　　◆郵送などによる請願・陳情
　　◆町民以外から提出された陳情

平成　年　月　日
南会津町議会議長　あて
　　　　　　　　　請願（陳情）者の
　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　氏名　　　　　　㊞
　　　　　　　　　紹介議員（請願のみ）
　　　　　　　　　　氏名　　　　　　㊞

○○○○○に関する請願（陳情）
１．請願（陳情）の趣旨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

文
教
厚
生
委
員
会
所
管
事
務
調
査
（
学
校
教
育
課
）

伊
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

　

現
在
、
伊
南
小
学
校
、
南
郷
小
学
校
、
南
会
津
中
学

校
に
給
食
を
提
供
し
て
い
る
伊
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
て
替
え
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
55
年
に
建
設
さ
れ
、

老
朽
化
が
進
む
と
と
も
に
搬
入
口
と
搬
出
口
が
同
じ

で
、
現
在
の
法
令
基
準
に
合
わ
な
い
構
造
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
６
月
か
ら
建
築
主
体
工
事
が
開
始
さ
れ
、
平
成

31
年
７
月
完
成
予
定
で
、
場
所
は
伊
南
小
野
木
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
東
側
（
町
有
地
）
で
す
。 

　

新
給
食
セ
ン
タ
ー
は
現
在
と
同
様
に
伊
南
、
南
郷
地

域
の
小
中
学
校
に
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

　

建
設
主
体
工

事
、
電
気
設
備

工
事
、
厨
房
設

備
工
事
な
ど
の

総
事
業
費
と
し

て
、
４
億
４
５

２
２
万
円
が
予

算
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

再

任

で

同

意

伊南学校給食センター建設予定地（古町地内）

星　英雄氏
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議員定数と議員報酬に関する特別委員会報告

議員定数と議員報酬に関する特別委員会

最 終 報 告

　

議
員
定
数
と
議
員
報
酬
に
関
す
る
特
別
委
員
会
は
、
３
月
定
例
会
で
、

議
員
定
数
と
議
員
報
酬
に
関
す
る
最
終
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
が

答
申

　

町
の
特
別
職
の
報
酬
等

に
つ
い
て
審
議
す
る
「
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
」
が

開
催
さ
れ
、「
特
別
委
員

会
」
が
中
間
報
告
を
し
た

特別職報酬等審議会答申
　本町は、南会津町として４町村が合併してから 12 年
を経過しようとしている。その間、特別職の報酬等につ
いては平成 27 年に議会の常任副委員長報酬額の新設が
行われたのみであり、その他の改正は行われていない。
　また、この度「議員定数と議員報酬に関する特別委員
会」委員長より議会議長に対して報酬額について増額す
ることが適当である旨報告されていることから、今日の
町の財政事情、社会経済の動向等を幅広く視野に入れ、
その額について適正かどうかを判断するために、総合的
かつ慎重に審議を行った。
　今回の決定額は、合併時に定められた現行の額を
10,000 円（５％程度）増額としたが、社会経済の状況
や類似団体の報酬額等を勘案し、住民感情にも十分配慮
した結果として判断したものである。

（中略）
　なお、審議会においては、報酬増額の明確な根拠につ
いて疑念を呈する意見が多数あったものの、最終的には、
山積する町政の課題に対応すべく、報酬の増額により、
議員各位の一層の活躍を促し、さらには議会の活性化が
図られるよう期待を込めての結論に至ったことを付記す
るものである。

特
別
委
員
会
は
最
終
報
告

を
決
定

　

特
別
委
員
会
は
、
審
議

会
の
答
申
を
受
け
、
議
員

定
数
と
、
議
員
報
酬
を
下

記
の
と
お
り
決
定
し
、
最

終
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

議員定数と議員報酬に関する特別委員会
最　終　報　告

　　・定数２人減（１８人⇒１６人）

　　・報酬月額１万円増額（２２万円⇒２３万円）

議
員
報
酬
月
額
「
３
万
円

増
額
」
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
、
左
記
の
と
お
り
、

答
申
が
あ
り
ま
し
た
。
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議員定数と議員報酬に関する特別委員会報告

ま
と
め

区　分 現　行 答申額

議長 314,000 円 324,000 円

副議長 243,000 円 253,000 円

常任委員長 228,000 円 238,000 円

常任副委員長 222,000 円 232,000 円

議会運営委員長 228,000 円 238,000 円

議会運営副委員長 220,000 円 232,000 円

議員 220,000 円 230,000 円

特別職報酬等審議会答申の報酬月額 厳
し
い
答
申
内
容

　

特
別
委
員
会
で
は
、
こ

の
答
申
内
容
を
極
め
て
厳

し
い
内
容
で
あ
る
と
受
け

止
め
て
い
ま
す
。

対
す
る
理
解
が
不
十
分
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
、

さ
ら
に
近
隣
町
村
と
の
比

較
方
式
が
重
視
さ
れ
た
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
平
成
22

年
か
ら
２
度
の
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
議
会
活
動

や
議
員
活
動
の
在
り
方
を

踏
ま
え
、
住
民
の
声
を
真

摯
に
受
け
止
め
調
査
、
議

論
し
て
き
た
過
程
や
結
果

を
十
分
に
理
解
さ
れ
な

か
っ
た
答
申
で
あ
っ
た
と

考
え
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
民

を
代
表
す
る
審
議
会
の
答

申
で
あ
り
、
住
民
説
明

会
で
も
厳
し
い
ご
意
見
が

あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
る

と
、
本
答
申
内
容
を
受
け

止
め
ざ
る
を
得
な
い
と
の

結
論
に
至
り
ま
し
た
。

答
申
を
受
け
て
　
特
別
委
員
会
の
結
論

長
年
に
渡
る
調
査
研
究
の
集
大
成
と
し
て

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
南
会
津
町
議
会
で
は
平
成
22
年
12
月
、
平
成
26
年
３
月
、

平
成
28
年
３
月
と
、
３
回
に
渡
っ
て
議
員
定
数
と
議
員
報
酬
に
関
す
る
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、調
査
研
究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
南
会
津
町
議
会
基
本
条
例
で
は
、

議
員
定
数
と
議
員
報
酬
は
「
議
員
自
ら
が
決
め
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

二
元
代
表
制
の
目
的
、
議
会
の
役
割
、
議
会
の
権
限
の
重
み
を
議
員
自
ら
が
認
識

し
、
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
報
告
は
こ

れ
ま
で
の
調
査
研
究
の
集
大
成
で
あ
り
、
一
定
の
結
論
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

定
数
と
報
酬
の
今
後

　

今
後
、
さ
ら
に
人
口
減
少
が
進
み
、
４
つ
の
地
域
、
１
０
０
を
超
え
る
行
政
区

の
形
も
変
化
し
て
い
く
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
総
務
省
の
「
※
１

　

地
方
議
会
の

あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」（
座
長
：
小
田
切
徳
美
明
治
大
教
授
）
で
は
、
地
方

の
町
村
議
会
の
担
い
手
不
足
を
懸
念
し
、
新
た
な
議
会
制
度
を
提
案
す
る
動
き
も

見
ら
れ
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
方
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ

ら
に
議
論
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

今
後
の
議
員
定
数
と
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
国
や
他
地
域
の
動
向
を
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
適
切
と
考
え
ま
す
。

目
指
す
べ
き
議
会
の
姿

　

町
民
は
議
会
活
動
、
議
員
活
動
の
活
性
化
に
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
議
員
の
資
質
向
上
や
議
会
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
住
民
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
議
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
※
１

　

地
方
議
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会

　
　
　

総
務
省
が
、
人
口
減
で
議
員
の
な
り
手
が
い
な
い
小
さ
な
町
村
議
会
の
た
め

に
発
足
さ
せ
た
研
究
会
で
、
こ
の
ほ
ど
提
言
を
ま
と
め
、
議
員
数
を
絞
る
少
数
精
鋭

の
「
集
中
専
門
型
」
と
、
議
員
の
負
担
を
減
ら
し
多
く
の
人
が
掛
け
持
ち
で
き
る
よ

う
に
す
る
「
多
数
参
画
型
」
を
提
言
し
た
。

用語

　

と
り
わ
け
１
年
間
と
い

う
長
期
に
渡
る
全
議
員
を

対
象
と
し
た
活
動
調
査
を

行
っ
た
原
価
方
式
に
よ
る

議
員
報
酬
の
算
出
方
法
に
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議会議員定数条例の一部を改正する条例
提 案 理 由 の 説 明
　議員定数と議員報酬に関する特別委員会の最終報告に基づき、町議会議員の定数を現行の 18
人から 2 人減じて 16 人とするものです。

議員提出議案第１号

　私たち議員は、住民生活の現状把握や、住民
の声に耳を傾けるなどのきめ細やかな対応が求
められています。
　本町の面積は 886.47k㎡と、県内市町村でも
2 番目に広大であり、100 を超える集落が点在
していることから、地理的状況に合った議員数
が必要と考えます。
　また、近隣の下郷町や只見町の人口は、本町
の約３分の１ですが、いずれも定数は 12 人で
あり、一般的なガイドライン「人口 1,000 人
に対して議員定数は 1 人」に基づく定数の減
には疑問を感じます。
　当面の間、現行の 18 人が適当であると考え
るため、議員定数の削減案に反対します。

森 　秀一 議員

討 

論

反　　対

大桃 英樹 議員

賛　　成

　私たち議員は、議会基本条例を策定し、二元
代表制のもと、議員自らがその重みを考えなが
ら、最良の意思決定をしてきました。
　これまでの議員定数と議員報酬に関する特別
委員会の調査を進める中で、住民アンケートや
住民説明会を行ってきましたが、どうしても人
口減少と向き合わなければなりませんでした。
　人口は減るのに、定数は減らないということ
は住民一人あたりの負担も増えるということで
す。
　議会基本条例の原点に立ち返り、議員自らが
身を切り、質を高め、住民と寄り添っていくた
めに、議員定数の削減案に賛成します。

　平成３０年第１回定例会では、議会構成の根幹とも言える議員定
数と報酬に関して、室井嘉吉議員、大桃英樹議員、貝田美郎議員、
湯田賢太朗議員、丸山陽子議員、楠正次議員の６人から条例の改正
案が提出されました。
　議案に対し、質疑・討論を行い、原案のとおり可決されました。

定数１８人を
　　１６人に

報酬月額
１万円の増額

条例の一部改正「可決」
次 回 の 一 般 選 挙 か ら

議員定数の変遷

任　期 定　数 備　考

平成 18 年 3 月～平成 19 年 4 月 52 人 在任特例

平成 19 年 5 月～平成 23 年 4 月 22 人 合併後初の改選

平成 23 年 5 月～平成 26 年 4 月 18 人 定数 4 人減

平成 27 年 5 月～平成 31 年 4 月 18 人

平成 31 年 5 月～平成 35 年 4 月 16 人 定数 2 人減
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議員定数・報酬に関する

提 案 理 由 の 説 明

　議員定数と議員報酬に関する特別委員会の最終報告及び特別職報酬等審議会の答申（詳細は
８～９ページに記載）に基づき、町議会議員の報酬額 ( 月額１万円増額 ) を改定するものです。

議会議員の報酬、期末手当及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

議員提出議案第２号

　今回の特別委員会の最終報告は、過去２回に
わたる特別委員会の議論の積み重ねの上にあり
ます。
　特に、特別委員会の調査の中で、活動量を数
値化し、客観的根拠とする前回の特別委員会か
らの算出方式を用い、より正確な活動量を示せ
たことは、他の議会と比べても、誇れることと
思いますが、特別職報酬等審議会では全く理解
されなかったことは残念です。
　議会基本条例は、「議会に関する基本的事項
を定める条例であり、議会における最高規範で
ある」としています。
　今回の提案内容は、議会基本条例に沿った内
容とは違うものと考え、基本条例を支持する立
場から、報酬額の改定に反対します。

楠　正次 議員

討 

論

反　　対

山内　政 議員

賛　　成

　特別委員会の最終報告で示されたとおり、特
別職報酬等審議会の答申や、住民説明会での意
見を真摯に受け止め、報酬額の改定に賛成しま
す。

採　決　結　果

議　案　名

採

決

結

果

貝

田

美

郎

森　
　

秀

一

丸

山

陽

子

渡

部

訓

正

室

井

英

雄

湯

田

良

一

大

桃

英

樹

湯

田

賢

太

朗

湯

田　
　

哲

楠　
　

正

次

山

内　
　

政

高

野

精

一

星　
　

光

久

菅

家

幸

弘

阿

久

津

梅

夫

星　

登

志

一

室

井

嘉

吉

議 員 定 数 条 例 の
一 部 を 改 正 す る 条 例

可
決 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議員報酬に関する条例の
一 部 を 改 正 す る 条 例

可
決 〇 ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 欠 〇 〇

「○＝賛成」「●＝反対」「欠＝欠席」　　　※議長は採決に参加しません。

森　秀一 議員

大桃 英樹 議員
　特別委員会では、定数と報酬は別々に考えて
いくことを前提に調査を行い、報酬については、
議員の活動を十分に行うために必要な額はいく
らなのかということを求めてきました。
　住民から、議員は何をやっているかわからな
いという声があることから、議員活動の成果を
見える化するために、全議員を対象に活動調査
を行い、活動量の数値化を行ってきました。
　また、議員の担い手不足の不安もあることか
ら、新たな担い手が安定した気持ちで議員活動
ができるよう、未来志向で考えていくことの必
要性も求めてきました。
　中間報告では、報酬額の 3 万円増という結論
を示しましたが、特別職報酬等審議会の答申や、
住民説明会では厳しい意見もあり、真摯に受け
止め、１万円増としました。
　今後の議員活動をしっかりやっていくことを
示すためにも、報酬額の改定に賛成します。

　議会基本条例では「議員報酬の改正に当たっ
ては、行財政改革の視点だけではなく、町政の
現状と課題、将来の予測と展望を十分に配慮す
るとともに、議員活動の評価等に関して町民の
意見を聴取するため、参考人制度及び公聴会制
度を十分に活用する」としており、議員定数を
減じることを条件に、議員報酬を増額すること
は、納得できません。
　報酬額は現行のままが適当と考えるため、改
定に反対します。



登壇順序・質問項目
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一般質問

１　星　登志一　議員・・・・13㌻
　　①さゆり荘建替計画の課題
　　②ヤマザクラ１万本計画の経過と今後の計画
　　③アクティブラーニング導入の受け入れ準備
　　   計画

２　山内　　政　議員・・・・14㌻
　　①地域おこし協力隊受け入れ事業
　　②中学校運動部活動改革指針

　平成３０年３月定例会の一般質問は、１４～１５日の２日間にわたり行われました。
　一般質問は、議員が町の行政全般にわたり執行機関に問題点をただし、所信の表明を
求めて政治姿勢を明らかにするものです。

８人の議員が登壇

３　渡部　訓正　議員・・・・15㌻
　　①林業成長産業化地域創出モデル事業の推進
　　　に向けて

４　森　　秀一　議員・・・・16㌻
　　①集落応援交付金事業の検証は
　　②ゆるキャラナンバープレートの導入は

５　湯田　　哲　議員・・・・17㌻
　　①除雪事業と除雪弱者支援
　　②高校生を対象にしたＩＣＴ人材育成事業
　　③小中学校のタブレット授業

６　丸山　陽子　議員・・・・18㌻
　　①孫育て手帳の作成を
　　②就学援助の入学前支給を

７　湯田賢太朗　議員・・・・19㌻
　　①融雪剤塩化カルシウム散布
　　②町の観光地づくり
　　③ふるさと納税

８　室井　嘉吉　議員・・・・20㌻
　　①高齢者施設の充実
　　②結婚支援策



　

さ
ゆ
り
荘
建

　

て
替
え
に
か

か
る
総
工
事
費
の
概
算

額
は
10
億
１
千
万
円
、

旧
施
設
の
解
体
工
事
費

１
億
４
５
０
０
万
円
と
の

こ
と
だ
が
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
控
え
、
人
件
費

や
資
材
の
高
騰
に
よ
る
工

事
費
の
追
加
対
応
は
。

星　

登
志
一　

議
員

町政を問う
一 般 質 問

　

平
成
29
年
度

　

に
策
定
し
た

地
方
債
充
当
事
業
実
施
計

画
の
う
ち
、
過
疎
対
策
事

問

　

さ
ゆ
り
荘
建
て

　

替
え
で
※
１

　

過
疎

債
７
億
３
６
１
０
万
円
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
過
疎
債
計
画
は
。

問

　

一
部
で
は
人

　

件
費
や
資
材

単
価
の
高
騰
が
懸
念
さ
れ

る
内
容
も
報
道
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
一
方
で
今
後

落
ち
着
く
と
い
う
見
方
も

あ
る
状
況
で
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

よ
る
建
築
費
用
の
高
騰
が

ど
の
程
度
な
の
か
、
予
測

す
る
の
は
困
難
で
す
が
、

設
計
業
務
を
進
め
て
い
く

中
で
、
建
築
費
用
の
動
向

を
見
極
め
な
が
ら
、
進
め

て
い
き
ま
す
。

町
長

13

町長＝建築費用の動向を見極め進めたい

建 設 費 高 騰 の 今 な ぜ

町
長
＝
適
正
な
地
方
債
の
活
用
を
行
う

　

平
成
28
年
度
の

　

宿
泊
実
績
７
９

４
７
人
の
う
ち
３
０
０
０

人
は
平
成
30
年
度
か
ら
、

さ
い
た
ま
市
立
舘
岩
少
年

自
然
の
家
に
移
動
し
ま

す
。

　

今
後
、
計
画
ど
お
り
入

込
を
確
保
で
き
る
の
か
。

　

今
後
、
集
客

　

人
数
を
増
や

す
こ
と
は
、
大
き
な
課
題

問

今

後

の

過

疎

債

計

画

は

建て替えが計画されている「界温泉さゆり荘」

　

そ
の
他
の
質
問

　

・
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万
本
計
画
の
経
過
と
今
後
の
計
画

　

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入
の
受
け
入
れ
準
備
計
画

過疎対策事業債の予定額
年　度 金　額

平成 30 年度 7 億 8,560 万円
平成 31 年度 8 億 3,400 万円
平成 32 年度 10 億 8,830 万円
平成 33 年度 5 億 1,500 万円
平成 34 年度 3 億 7,240 万円
平成 35 年度 3 億 3,880 万円

合　計 39 億 3,410 万円

町
長

用語　
　
※
１

　

過
疎
対
策
事
業
債

　

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ

た
市
町
村
が
計
画
を
立

て
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い

て
行
う
事
業
の
財
源
と
し

て
、
特
別
に
発
行
が
認
め

ら
れ
た
地
方
債
。

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

友
好
都
市
を
含
め
た
新

た
な
誘
客
先
の
確
保
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
旅
行
雑

誌
な
ど
に
よ
る
効
果
的
な

Ｐ
Ｒ
の
手
法
、
リ
ピ
ー

タ
ー
を
増
や
す
た
め
の
方

策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

本
事
業
が
完
成
す
る
ま
で

の
３
年
間
で
、
指
定
管
理

者
と
協
議
し
な
が
ら
利
用

客
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

町
長

業
債
の
予
定
額
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
同
様
、
適
正

な
地
方
債
の
活
用
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

入

込

を

確

保

で

き

る

か

町
長
＝
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
検
討



　

こ
の
指
針
の
内

　

容
は
。

　

隊
員
の
活
動
成

　

果
は
。　

　

現
在
、
地
域
お

　

こ
し
協
力
隊
は

ど
こ
の
地
域
に
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
そ
の
役
割
は
。

　

平
成
29
年
度

　

末
時
点
で
、

３
人
の
隊
員
を
配
置
し
て

い
ま
す
。

　

舘
岩
総
合
支
所
振
興
課

で
、
前
沢
・
た
の
せ
集
落

で
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品

開
発
。

　

総
合
政
策
課
で
、
永
田

集
落
で
の
古
民
家
を
活
用

し
た
地
域
づ
く
り
。

　

商
工
観
光
課
で
、
観
光

誘
客
を
主
な
任
務
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て

い
ま
す
。

問町
長

町政を問う
一 般 質 問

山
内　
　

政　

 

議
員

14

町長＝新年度から新たに１人配置
地域おこし協力隊の受け入れは

中
学
校
運
動
部
活
動
改
革
指
針
と
は

教
育
長
＝
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
環
境
を
構
築
す
る

問
　

隊
員
が
星
空

　

を
活
用
す
る

事
業
を
企
画
し
、
地
域
住

民
が
主
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
は
、

新
た
に
１
人
、
林
業
成
長

町
長

問
　

社
会
経
済
の

　

変
化
に
よ

り
、
教
育
に
関
わ
る
課
題

が
複
雑
多
様
化
し
、
中
学

校
の
運
動
部
活
動
の
維
持

が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
、
抜

本
的
な
改
革
が
必
要
と
し

て
、「
運
動
部
活
動
の
あ

り
方
に
関
す
る
総
合
的
な

指
針
」
を
示
し
ま
し
た
。

　

特
に
適
切
な
休
養
日
の

設
定
で
は
、
平
日
１
日
以

上
、
土
日
で
１
日
以
上
、

週
当
た
り
２
日
以
上
休
む

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。 教

育
長

　

こ
の
指
針
を
受

　

け
て
、
今
後
の

町
の
対
応
は
。

問
　

今
後
は
、
こ

　

の
指
針
に
基

づ
き
、
休
養
日
、
活
動
時

間
を
明
記
し
た
「
学
校
に

係
る
運
動
部
活
動
の
方

針
」
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し

い
環
境
を
構
築
で
き
る
よ

う
、
地
域
、
保
護
者
、
先

生
方
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
策
定
し
ま
す
。

教
育
長

産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル

事
業
を
進
め
る
役
割
と
し

て
、
農
林
課
に
配
置
す
る

予
定
で
、
隊
員
は
計
４
人

と
な
り
ま
す
。

　

今
年
５
月
末
に
任
期
満

了
の
隊
員
は
、
豆
腐
店
を

営
む
目
標
を
も
っ
て
、
本

町
に
定
住
す
る
予
定
で

す
。

南会津町で活動中の地域おこし協力隊の４人

写真左より、西條愛澄さん、宇内優子さん、林 華澄さん、江井 翼さん



　

モ
デ
ル
事
業
の

　

推
進
に
向
け

て
、「
お
も
ち
ゃ
鉄
道
ピ

ノ
キ
オ
駅
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
の
木
の
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
館
計
画
は
。

　

国
の
林
業
成
長

　

産
業
化
地
域
創

出
モ
デ
ル
事
業(

以
下
、

モ
デ
ル
事
業)

を
活
用
し

て
、
町
は
林
業
従
事
者

３
０
０
人
を
目
指
す
と
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
方
策

は
。

　

昨
年
６
月
に

　

設
立
さ
れ
た

※
１

　

推
進
会
議
を
中
心
に
、

12
の
分
科
会
で
協
議
し
て

い
ま
す
。

　

林
業
へ
の
就
業
促
進
も

分
科
会
で
検
討
し
、
労
働

条
件
の
見
え
る
化
な
ど
を

協
議
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
林
業
事
業
体
で

の
従
事
者
増
に
取
り
組
み

ま
す
。 問町

長

渡
部　

訓
正　

議
員

町政を問う
一 般 質 問

　

雇
用
の
受
け
皿

　

拡
大
を
図
る
た

め
に
は
、
森
林
組
合
の
育

成
強
化
が
重
要
と
考
え
ま

す
が
、
町
の
考
え
は
。

問

15

町長＝労働条件の見える化などを協議

林業従事者 300 人を目指す方策は

　

森
林
組
合
に

　

期
待
す
る
役

割
は
非
常
に
大
き
い
と
認

識
し
て
お
り
、
モ
デ
ル
事

業
の
中
で
、
素
材
生
産
の

中
核
事
業
体
と
し
て
、
高

性
能
林
業
機
械
の
導
入
補

助
金
を
交
付
す
る
な
ど
、

業
務
効
率
化
・
拡
大
、
組

織
強
化
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
森
林
資
源
の

適
正
管
理
も
求
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
森
林
の
整
備

を
森
林
組
合
に
委
ね
、
年

間
を
通
し
て
業
務
が
行
え

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま

す
。 町

長

問

　
　
※
１

　

林
業
成
長
産
業
化
推
進
会
議

　
　

モ
デ
ル
事
業
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
る
取
り
組

み
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
団
体
。
53
の
事
業
所
・

団
体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
て
い
る
。

用語

　
「
お
も
ち
ゃ

　

鉄
道
ピ
ノ
キ

オ
駅
」
は
、
木
製
品
の
持

つ
温
か
さ
、
や
さ
し
さ
発

信
と
、
生
活
の
身
近
に
木

製
品
が
あ
る
こ
と
を
伝

え
、
木
の
良
さ
を
認
識
し

町
長

て
い
た
だ
く
た
め
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
来
場
者
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
踏
ま

え
、
木
の
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
館
建
設
の
基
礎
情
報

と
し
て
活
用
し
ま
す
。「おもちゃ鉄道ピノキオ駅」のようす

（平成 30 年 2 月 10 日～ 18 日 会津田島ステーションプラザ（会津田島駅）2 階）



　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
ナ

　

ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
導
入
し
た
場
合
の
費

用
は
。

　

ま
た
、導
入
の
考
え
は
。

　

交
付
金
の
使
い

　

道
と
事
業
効
果

は
。

町政を問う
一 般 質 問

森　
　

秀
一　

 

議
員

　

対
象
集
落
は

　

96
集
落
で
、

事
業
を
活
用
し
て
い
る
集

落
は
94
集
落
で
す
。

　

対
象
集
落
数
と

　

実
施
集
落
数

は
。問町

長

　

本
町
の
原
付
バ

　

イ
ク
な
ど
の
登

録
台
数
は
。

問

16

町長＝集落内の各種活動が活発化
集 落 応 援 交 付 金 事 業 の 効 果 は

ゆ
る
キ
ャ
ラ
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
導
入
は

町
長
＝
走
る
広
告
塔
と
し
て
の
効
果
を
検
討

　

平
成
30
年
３

　

月
１
日
現
在

で
、
原
付
バ
イ
ク
50
㏄
以

下
７
１
２
台
、
90
㏄
以
下

54
台
、
１
２
５
㏄
以
下
64

台
で
す
。

町
長

　

特
別
メ
ニ
ュ
ー

　

と
一
般
メ
ニ
ュ

ー
の
申
請
件
数
は
。

　

平
成
29
年
度

　

の
申
請
件
数

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

問

町
長

町のゆるキャラ「んだべぇ」

平成 29 年度集落応援交付金申請件数
メニュー 事業内容 件数

特別
集落内の除雪に関する事業 73 件
高齢者の支援に関する事業 72 件
集落内の自主防災に関する事業 52 件

一般

集落の交流事業 435 件
環境整備に関する事業 259 件
景観づくりに関する事業 140 件
他集落との連携に関する事業 30 件
伝統文化の復活に関する事業 2 件

問
　

集
落
が
抱
え

　

る
課
題
解
決

を
目
的
に
交
付
し
て
お

り
、
使
い
道
を
特
定
し
て

町
長

い
な
い
た
め
、
全
て
を
把

握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
外

灯
の
L
E
D
化
や
集
落

施
設
の
維
持
費
な
ど
に
使

用
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
安
否
確
認

や
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

実
施
に
よ
る
交
流
の
場
づ

く
り
な
ど
の
取
り
組
み
が

活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伝
統
文
化
の
復

活
や
集
落
内
交
流
事
業
の

実
施
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
も
活
発
化
し
ま

し
た
。

問
　

現
行
の
原
付

　

バ
イ
ク
な
ど

の
プ
レ
ー
ト
は
１
枚
８
０

円
で
す
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
プ
レ
ー
ト
は
、
１
０
０

枚
作
製
で
１
枚
６
８
０

円
、
３
０
０
枚
以
上
作
成

は
、１
枚
４
２
０
円
で
す
。

　

走
る
広
告
塔
と
し
て
Ｐ

Ｒ
効
果
や
ナ
ン
バ
ー
作
成

に
係
る
費
用
対
効
果
な
ど

を
考
慮
し
て
検
討
し
ま
す
。

町
長



　

本
町
で
は
、「
高

　

齢
者
世
帯
等
除

雪
支
援
事
業
」
に
よ
り
、

除
雪
費
の
９
割
補
助
や
除

雪
業
者
の
紹
介
な
ど
が
行

わ
れ
、
除
雪
弱
者
に
や
さ

し
い
対
策
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
扶
養
家
族
に

な
っ
て
い
る
高
齢
者
は
、

支
援
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

　

今
後
、
全
町
民
を
対
象

と
し
た
除
雪
弱
者
へ
の
除

雪
費
補
助
を
実
施
し
て
、

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
増
に
つ
な
げ
る
考
え

は
。 問

湯
田　
　

哲　

議
員

町政を問う
一 般 質 問

　

こ
の
事
業

　

は
、
田
島

高
校
・
南
会
津
高
校
・
町

内
在
住
の
高
校
生
を
対
象

に
、
町
の
誘
致
企
業
「
株

式
会
社
Ｅ
Ｗ
Ｍ
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
」
と
連
携
し
、
夏
休

町
長
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町長＝除雪費補助対象要件の拡充は考えていない
除 雪 弱 者 の 除 雪 費 補 助 拡 充 を

　
「
※
１

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
人

　

材
育
成
事
業
」

の
参
加
者
が
地
元
で
ソ
フ

ト
開
発
会
社
を
起
業
す
る

な
ど
期
待
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
詳
細
は
。

問

　

自
助
や
共
助

　

を
基
軸
と
し

た
地
域
で
の
支
え
合
い
活

動
に
よ
り
、
地
域
の
方
が

主
体
と
な
っ
て
、
克
雪
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
除
雪
費
補
助
対
象
要

件
の
拡
充
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進

は
、
地
域
の
支
え
合
い
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
の
強

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
町
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
も
ら
う
よ

う
に
取
り
組
み
ま
す
。

町
長

Ｉ

Ｃ

Ｔ

人

材

育

成

事

業

と

は

町
長
＝
町
内
高
校
生
目
線
で
課
題
解
決
の
糸
口
を

ＩＣＴを活用した授業のようす

　
　
※
１

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
ア
イ
シ
ー
テ
ィ
ー
）

　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 
ア
ン
ド 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
略
語
で「
情
報
通
信
技
術
」の
こ
と
。

　

従
来
は
Ｉ
Ｔ
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
）
が
使
わ
れ
て
き
た
が
、
最
近
で
は
、
情
報
通
信
技

術
を
利
用
し
た
知
識
の
共
有
・
伝
達
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
伝
え
る
意
味
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が

一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。

み
中
に
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
、
そ
の
中
で
本
町

が
抱
え
る
課
題
を
提
起

し
、
高
校
生
目
線
と
「
Ｉ

　
そ
の
他
の
質
問

　
・
小
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業

Ｃ
Ｔ
」
と
い
う
切
り
ロ
か

ら
解
決
策
を
探
っ
て
も
ら

う
事
業
で
す
。

用語



　

子
育
て
を
す
る

　

お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
に
と
っ
て
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
サ
ポ
ー
ト
は
大
変
心

強
い
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
育
児
の
考
え

方
や
方
法
が
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

祖
父
母
世
代
の
皆
さ
ん

が
、
今
の
子
育
て
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
子
育
て

の
主
役
で
あ
る
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
た
め
の
「
※
１

　

孫
育
て
手
帳
」
を
作
成
す

る
考
え
は
。

　

祖
父
母
が
、

　

孫
の
子
育
て

支
援
を
行
う
こ
と
は
、
父

母
の
子
育
て
負
担
の
軽
減

な
ど
家
族
全
体
の
支
え
合

い
に
も
つ
な
が
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

子
育
て
方
法
の
世
代
間

ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す
る
た

め
に
も
、
現
在
の
子
育
て

方
法
を
祖
父
母
に
理
解
し

て
も
ら
う
手
段
と
し
て
、

孫
育
て
手
帳
は
と
て
も
有

効
な
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
、
子
育
て
世
代
の

支
援
施
策
の
一
つ
と
し
て

検
討
し
ま
す
。

問

町
長

町政を問う
一 般 質 問

丸
山　

陽
子　

 

議
員

　

平
成
29
年
３
月

　

に
、
国
の
補
助

金
交
付
要
綱
の
改
正
が
行

わ
れ
、「
就
学
援
助
」
を

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
子

ど
も
に
つ
い
て
、
全
国
の

４
割
の
自
治
体
が
今
春
か

ら
小
学
校
入
学
前
の
支
給

を
行
う
予
定
で
す
。

　

入
学
前
は
、
ラ
ン
ド
セ

ル
な
ど
を
買
い
揃
え
る
た

め
の
ま
と
ま
っ
た
お
金
が

必
要
で
す
。

　

本
町
も
実
施
す
る
考
え

は
。

　

要
保
護
児
童

　

生
徒
の
保
護

者
は
生
活
保
護
費
の
「
教

育
扶
助
」
を
受
け
て
お
り

支
給
対
象
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　

準
要
保
護
世
帯
へ
の
入

学
前
の
支
給
は
、
認
定
時

問
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町長＝子育て世代の支援施策の一つとして検討
孫 育 て 手 帳 の 作 成 を

「
就
学
援
助
」
の
入
学
前
支
給
を

教
育
長
＝
他
町
村
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
検
討

教
育
長

期
が
入
学
後
に
な
る
な
ど

の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

準
要
保
護
世
帯
な
ど
の
状

況
や
新
た
な
課
題
が
な
い

か
な
ど
、
他
町
村
の
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
検

討
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
※
１

　

孫
育
て
手
帳

　

近
年
の
育
児
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
育
児
の
考
え
方

や
方
法
が
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
祖

父
母
世
代
の
方
に
、
現
代
の
子
育
て
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
、
子
育
て
の
主
役
で
あ
る
父
母
へ
の
適
切
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
も
ら
う
た
め
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
た

小
冊
子
。

　

県
内
で
は
福
島
市
が
作
成
・
配
布
を
行
っ
て
い
る
。

用語



　
「
南
会
津
地

　

域
冬
期
道
路

円
滑
化
連
絡
協
議
会
」
に

お
い
て
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
「
５
つ
も
の
ス

　

キ
ー
場
の
あ
る

南
会
津
町
」
の
看
板
を
設

置
し
て
は
。

　

観
光
関
係
者

　

と
駅
周
辺
の

魅
力
化
対
策
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

会
津
田
島
駅
に

　

リ
バ
テ
ィ
駅
長

犬
を
配
置
し
て
は
。

　

愛
宕
山
に
石
段

　

を
設
置
し
、
俳

句
と
川
柳
の
登
山
道
を

造
っ
て
は
。

　

南
会
津
建
設
事

　

務
所
管
内
の
塩

化
カ
ル
シ
ウ
ム
使
用
量

は
。

　

散
布
に
伴
う

　

影
響
調
査
は

行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ら
に
起
因
す
る

と
思
わ
れ
る
具
体
的
な
問

題
が
生
じ
た
場
合
、
県
は

必
要
な
調
査
を
検
討
す
る

　

融
雪
剤
散
布
の

　

河
川
へ
の
流
入

は
、
生
物
や
ア
ユ
な
ど
川

魚
の
害
に
な
っ
て
い
な
い

か
調
査
が
必
要
で
は
。

問

町政を問う
一 般 質 問

湯
田　

賢
太
朗　

議
員

　

約
９
５
０
万

　

円
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

危
険
な
箇
所
の

　

み
の
散
布
で
、

使
用
料
を
減
ら
す
運
動
を

す
べ
き
で
は
。

問

町
長
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町長＝問題が生じた場合必要な調査を検討
国道の融雪剤散布による河川への影響は

ふ
る
さ
と
納
税
で
健
康
増
進
の
施
設
を

町
長
＝
既
存
施
設
の
有
効
活
用
を
検
討

　

現
状
変
更
の

　

許
可
を
得
る

こ
と
は
難
し
く
、
４
８
９

人
の
地
権
者
か
ら
の
同
意

を
得
る
こ
と
も
困
難
と
考

え
ま
す
。

観
光
地
づ
く
り
の
方
策
は

町
長
＝
活
用
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討

町
長

問
　

本
年
２
月

　

2 7
日
時
点

の
、
購
入
量
は
約
８
０
８

ト
ン
（
今
冬
の
使
用
量
見

込
み
）
で
す
。

町
長

町
長

問町
長

問町
長

問
　

関
係
者
の

　

皆
さ
ん
と

情
報
発
信
、
観
光
誘
客
の

有
効
な
手
段
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

町
長

　

平
成
29
年
度

　

の
ふ
る
さ
と

納
税
額
は
。

問
　

ふ
る
さ
と
納

　

税
を
基
に
、
温

水
プ
ー
ル
と
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
併
設
館
の
建
設
を
し

て
は
。 問

　

ふ
る
さ
と
納

　

税
は
、
重
点

事
業
に
活
用
し
て
お
り
、

現
在
、
建
設
の
計
画
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
既
存
施
設
の
有

効
活
用
を
検
討
す
る
中
で

考
え
て
い
き
ま
す
。

町
長

と
の
こ
と
で
す
。

　

形
状
を
変
え
ず
に
観
光

資
源
と
し
て
活
用
す
る
方

法
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

福島県指定文化財史跡「鴫山城跡」の敷地
になっている愛宕山のようす



　

25
歳
か
ら
45
歳

　

ま
で
の
未
婚
者

の
男
女
別
人
数
は
。

　

結
婚
支
援
策
の

　

成
果
と
課
題

は
。

　

特
別
養
護
老
人

　

ホ
ー
ム
な
ど
の

介
護
士
や
看
護
師
の
人
材

確
保
の
取
り
組
み
と
成
果

は
。

　

平
成
27
年

　

度
、
会
津
地

域
雇
用
創
造
推
進
協
議
会

の
介
護
職
員
研
修
講
座
の

実
施
で
４
人
が
町
内
の
介

護
事
業
所
に
就
職
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
か

ら
開
催
の
町
内
高
校
生
を

対
象
と
し
た
合
同
企
業
説

明
会
で
、平
成
28
年
度
に
、

３
人
の
内
定
が
あ
り
ま
し

た
が
、
平
成
29
年
度
は
内

定
者
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 問

室
井　

嘉
吉　

 

議
員

町政を問う
一 般 質 問

　

介
護
士
な
ど
の

　

な
り
手
不
足
の

認
識
は
。　

介
護
ニ
ー
ズ

　

が
増
大
す
る

な
か
で
、
介
護
職
員
な
ど

の
育
成
・
確
保
は
重
要
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

問
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町長＝合同企業説明会や助成制度の拡充で
介 護 職 員 の 育 成 確 保 は

　

人
材
確
保
や

　

情
報
交
換
な

ど
、
介
護
関
係
者
に
よ
る

集
ま
り
の
場
を
設
け
て

は
。

　

事
業
者
の
意

　

見
を
聞
き
、

必
要
で
あ
れ
ば
対
策
会
議

問

町
長

町
長

　

入
居
待
機
者
希

　

望
が
南
会
津
会

の
施
設
に
偏
っ
て
い
な
い

か
。

町
長

問
　

平
成
30
年
１

　

月
末
現
在
の

入
所
待
機
者
は
左
表
の
と

お
り
で
す
が
、
一
概
に

偏
っ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

特別養護老人ホーム入所待機者数
（平成 30 年 1 月末現在）

社会福祉
法人名 施設名 入所

待機者

南会津会

田島ホーム

98 人
伊南ホーム
南郷ホーム
下郷ホーム
只見ホーム

桜寿会 優雅 26 人
明智福祉会 レジデンスふじの郷 14 人

合　計 138 人

　

合
同
企
業
説
明
会
の
開

催
や
、
資
格
取
得
な
ど
の

助
成
制
度
を
拡
充
し
、
介

護
人
材
の
育
成
に
努
め
ま

す
。

町
長

結

婚

支

援

策

は

町
長
＝
多
く
の
課
題
を
克
服
し
取
り
組
む

問
　
「
出
逢
い

　

フ
ェ
ス
タ
」

の
開
催
、
縁
結
び
サ
ポ
ー

タ
ー
の
配
置
な
ど
に
取
り

組
み
、
こ
れ
ま
で
カ
ッ
プ

ル
20
組
、
結
婚
が
３
組
で

す
。

　

独
身
者
の
意
識
変
化
、

対
象
者
数
の
減
少
な
ど
、

各
種
取
り
組
み
へ
の
参
加

者
が
少
な
い
こ
と
や
、
縁

結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
の
な

り
手
不
足
な
ど
多
く
の
課

題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
取

り
組
み
を
強
め
て
い
き
ま

す
。 町

長

問
　

平
成
27
年
の

　

国
勢
調
査

で
、
男
性
６
６
４
人
、

女
性
３
１
３
人
、
合
計

９
７
７
人
で
す
。

町
長

な
ど
の
開
催
を
検
討
し
ま

す
。

白河市で行われた南愛 ' Ｓ出逢いフェスタ
会場のようす（平成 30 年 2 月 10 日開催）
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委 員 会 活 動 報 告

総
務
委
員
会　
貝
田
美
郎
・
菅
家
幸
弘
・
室
井
英
雄

湯
田　

哲
・
山
内　

政
・
五
十
嵐
司

さ
ゆ
り
荘
建
て
替
え
候
補
地
を
調
査

　
平
成
30
年
２
月
26
日
、

総
務
委
員
会
は
、 
さ
ゆ
り

荘
建
て
替
え
予
定
地
の
現

地
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。候

補
地
の
経
過

　

さ
ゆ
り
荘
は
、
平
成
26

年
度
以
前
は
、
修
繕
を
行

う
計
画
で
し
た
が
、
耐
震

問
題
・
老
朽
化
を
精
査
し

た
結
果
、
現
在
地
で
の
建

て
替
え
を
行
う
計
画
で
見

直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

計
画
は
、
さ
い
た
ま
市

自
然
の
教
室
の
宿
泊
の
受

入
れ
が
平
成
29
年
度
で
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成

30
年
度
か
ら
基
本
設
計
・

実
施
設
計
を
行
う
こ
と
で

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
平
成
29
年
７

月
に
、
福
島
県
よ
り
現
在

地
が
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）

に
指
定
さ
れ
、
建
て
替
え

さゆり荘周辺
土砂災害警戒区域
特別警戒区域指定状況

地
を
変
更
し
な
く
て
は
な

ら
な
く
な
り
、
４
ケ
所
の

候
補
地
と
し
ま
し
た
。

候補地１（南郷スキー場駐車場西端） ◆地理的状況
・南側が山林だが、日当たりは悪く
　ない。

・山林は一部町有地、一部私有地。
・段差がある。

◆課題
・南側の山林に私有地があり、活用
   が困難ではないか。

・北側がスキー場の駐車場のため、
　冬季間は早朝の除雪車の音が気に
　なる。防音設備必要か。

◆委員会所見
　温泉の源泉も近く、費用は一番安
　く済むと考える。

　

候
補
地
２
と
４
は
、
地

理
的
条
件
的
に
劣
る
と
判

断
し
、
候
補
地
１
と
３
に

絞
っ
て
現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

候補地３（南郷スキー場センターハウス東側） ◆地理的状況
・スキー場に隣接する。
・平坦で砂利地。
・南側の山林は町有地。

◆課題
・温泉の源泉から一番遠い。

◆委員会所見
　建設工事がやりやすく、近くに街
　路灯がないので、「星」をテーマ
　にするには好条件と考えるが、　
　源泉が遠いことから、費用は候補
　地１より大きくなるのは間違いな
　い。

調

査

所

見

　

候
補
地
の
状
況
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
建
設

場
所
は
、
候
補
地
１
お
よ

び
候
補
地
３
が
適
当
と
考

え
ま
す
。

さゆり荘建て替え候補地位置図

総務委員会
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委 員 会 活 動 報 告

文
教
厚
生
委
員
会　
楠　

正
次
・
大
桃
英
樹
・
渡
部
訓
正

星
登
志
一
・
室
井
嘉
吉　
　
　
　
　

町
内
の
高
齢
者
福
祉
施
設
を
訪
問

調

査

所

見

現

状

と

課

題

介護老人福祉施設
(特別養護老人ホーム )

　寝たきりや認知症で日常生活において、常
時介護が必要で、自宅では介護が困難な方が
入所します。
　食事、入浴、排せつなどの介護や療養上の
サービスが受けられます。
　新規入所は原則として要介護３以上の方が
対象です。
　【町内施設 (4 施設 )】
　社会福祉法人 南会津会
　　田島ホーム・伊南ホーム・南郷ホーム
　社会福祉法人 桜寿会
　　優雅

介護老人保健施設
(老人保健施設 )

　症状が安定している人に対し、医学的管
理のもとで、看護、介護、リハビリテーショ
ンを行う施設です。
　医療上のケアやリハビリテーション、介
護を一体的に提供し、家庭への復帰を支援
します。
　要介護１から入所することができます。
　【町内施設 ( １施設 )】
　医療法人社団 仁嘉会
　　湯花里苑

　

文
教
厚
生
委
員
会
は
、

平
成
30
年
２
月
19
日
に
、

町
内
の
介
護
老
人
福
祉
施

設
の
実
態
と
課
題
を
把
握

し
、
今
後
の
介
護
環
境
の

充
実
に
向
け
、
町
内
３
施

設
（
優
雅
・
田
島
ホ
ー
ム
・

湯
花
里
苑
）
を
訪
問
し
、

担
当
者
と
の
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

介
護
老
人
福
祉
施
設

は
、
い
ず
れ
も
短
期
入
所

生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
）
の
利
用
者
が
少
な

い
と
の
こ
と
で
す
。

　

町
内
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

施
設
が
増
え
た
こ
と
か

ら
、
今
後
は
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
を
減
床
し
、
施
設

入
所
を
増
床
さ
せ
、
入
所

待
機
者
を
減
ら
す
こ
と
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
時
点
で
の
南
会
津

町
内
在
住
者
で
、
施
設
入

所
待
機
者
数
は
１
３
８
人

で
す
。

　

介
護
職
員
の
確
保
も
課

題
で
あ
り
、
募
集
広
告
を

出
し
て
も
、
応
募
が
無
い

の
が
現
状
で
す
。

営
に
関
わ
る
補
助
は
制
度

化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
所
有

形
態
に
よ
り
、
町
の
支
援

が
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
ど

の
施
設
も
同
様
の
支
援
が

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。

　

過
重
労
働
の
対
価
と
し

て
現
状
の
介
護
職
の
賃
金

「特別養護老人ホーム 優雅」での意見交換のようす

文教厚生委員会

　

月
に
一
度
程
度
、
町
内

施
設
の
施
設
長
と
懇
談
の

場
を
設
け
、
課
題
を
出
し

合
い
、
共
通
課
題
は
行
政

担
当
者
や
社
会
福
祉
協
議

会
の
担
当
者
も
交
え
、
課

題
解
決
の
た
め
に
協
議
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

施
設
設
置
の
場
合
は

国
・
県
・
町
と
補
助
金
を

支
出
し
て
い
ま
す
が
、
運

介護サービス ( 施設サービス ) の種類

介護療養型医療施設
(療養病床等 )

　急性期の治療は終わったものの、医学的
管理のもとで長期療養が必要な人のための
医療機関です。医療、看護、介護、リハビ
リテーションなどが受けられます。
　町内にはありませんが、会津では会津中
央病院が該当します。

は
低
い
た
め
、
改
善
が
進

む
よ
う
に
、
国
の
社
会
保

障
費
を
見
直
す
よ
う
要
望

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
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【表紙の紹介】 田 島 保 育 園
　

田
島
保
育
園
の
保
育
目
標
は
、

「
心
の
力　

正
義
感
や
道
徳
心
を

　

育
む 

創
造
・
想
像
す
る
力
を

　

育
む
」

「
体
の
力　

体
力
や
柔
軟
性
を　

　

育
む
」

「
学
ぶ
力　

理
解
力
や
思
考
力
、　

　

洞
察
力
を
育
む　

小
学
校
教
育

　

へ
の
連
続
性
を
高
め
る
」

の
３
つ
で
す
。

 　

子
ど
も
た
ち
が
持
っ
て
い
る

「
可
能
性
」
を
最
大
限
に
引
き
出

せ
る
環
境
作
り
を
目
指
し
、
和
太

鼓
や
ス
キ
ー
保
育
な
ど
に
取
り
組

み
、子
ど
も
の
「
や
っ
て
み
た
い
」

の
気
持
ち
を
大
切
に
一
人
一
人
の

力
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。

議 会 報 告 会
－ 町民と共に歩む議会であるために －

（73 回） １２月定例会の結果を報告

和泉田区で開催
日 時 　１月２８日（金）　午後７時００分から
会 場 　和泉田農村環境改善センター
参 加 者 　区長ほか９名

出 席 議 員 　楠　正次・丸山陽子・室井英雄
　湯田良一・室井嘉吉・五十嵐司

質 疑 事 項
　①南郷総合センター工事契約の一部変更内容は。
　②新小豆温泉の状況は。
　③新規就農者に対する支援策は。

要望・意見

　①西部地区に工場誘致をしてほしい。
　②町道和泉田２号線の改修工事を早期に行って
　　ほしい。
　③さゆり荘、南郷スキー場の存続を。

※質疑事項および要望・意見は一部のみ掲載しています。なお、いただいた意見や要望は所管委員会で調査し、
　結果を区長宛に回答します。

【議会報告会を開催しませんか】
　行政区長や各種団体などの代表者を通して、議会議員または議会事務局へご連絡ください。
　その際に、開催希望日などがあれば、併せてお知らせください。
　開催時期は、定例会終了後、概ね１カ月半以内で、申込受付は先着順で３団体までとなります。

祇園祭での和太鼓演奏　「格好いい！」冬はスキー保育も行っています



議会を傍聴する手続きは簡単です。
本庁 3 階の議場傍聴席入り口で住所
と氏名を書くだけです。
傍聴席では、提出された議案も閲覧
できます。

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か

【発行】福島県南会津町議会　　【編集】議会広報委員会　　【印刷】馬場印刷所
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議会広報委員会
委 員 長 森　　秀一
副 委 員 長 丸山　陽子
委 員 貝田　美郎

渡部　訓正
室井　英雄
室井　嘉吉

平成３０年第２回定例会

６月８日（金）開会予定

町 民 の 声 南会津町へ U・I ターンしてきた方へ、移住されたきっかけや町
の魅力をインタビューしました。
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米
よねだひでお

田英雄さん (77)、幸
さ ち こ

子さん (69)
千葉県船橋市から南会津町（旧伊南村）に I ターンし、
トマト栽培を営んでおり、現在 25 年目とのことです。

　

南
会
津
町
に
来
ら

　

れ
る
ま
で
は
ど
ち

ら
に
お
住
ま
い
で
し
た

か
？

　

千
葉
県

　

船
橋
市

で
す
。

Q米
田
さ
ん

　

I
タ
ー
ン
の
き
っ

　

か
け
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Q

　

定
年
後

　

ど
う
す

る
か
考
え
、
農
業
を
や
り

米
田
さ
ん

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　

い
ろ
い
ろ
調
べ
る
中

で
、
平
成
５
年
３
月
15
日

に
行
わ
れ
た
旧
伊
南
村
主

催
の
就
農
促
進
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
古
民
家
を

紹
介
し
て
も
ら
い
、
移
住

を
決
心
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
土
地
で
農

　

業
を
始
め
る
に
あ

た
り
、
不
安
は
あ
り
ま
し

た
か
？

Q

　

役
場
や

　

Ｊ
Ａ
な

ど
か
ら
、
農
地
の
手
配

や
、
ハ
ウ
ス
な
ど
農
業
資

材
の
補
助
が
あ
る
こ
と

や
、
ト
マ
ト
栽
培
の
指
導

を
受
け
、
翌
年
か
ら
の
栽

培
で
１
年
は
収
入
は
無
い

と
考
え
て
い
た
の
で
、
特

に
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

米
田
さ
ん

　

住
ん
で

　

い
る
家

が
茅
葺
屋
根
な
の
で
、
維

持
管
理
が
大
変
。

　

何
ら
か
の
補
助
が
あ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
困
っ

　

た
こ
と
は
？

Q

　

地
域
の

　

方
と
の

ふ
れ
あ
い
で
す
。

　

一
緒
に
移
住
し
て
き
た

母
が
十
二
年
前
に
亡
く

な
っ
た
と
き
、
近
所
の

方
々
に
手
伝
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

毎
年
、
ト
マ
ト
が
収
穫

で
き
た
時
は
、
地
区
内
の

方
に
「
今
年
も
採
れ
ま
し

た
」
と
お
配
り
し
て
い
ま

す
。

　

地
区
内
の
方
と
は
親
し

く
お
付
き
合
い
を
し
て
い

ま
す
。

米
田
さ
ん

　

現
在
、
困
っ
て
い

　

る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

Q米
田
さ
ん

　

身
体
の

　

続
く
限

り
、
ト
マ
ト
作
り
を
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
一
言
ど
う

　

ぞ
。

Q米
田
さ
ん

　

南
会
津
町
の
魅
力

　

は
な
ん
で
す
か
？

Q

　

新
潟･

　

福
島
豪

雨
で
、
ト
マ
ト
畑
に
土
砂

が
入
り
、
栽
培
不
能
に

な
っ
た
と
き
で
す
。

　

途
方
に
暮
れ
て
い
た
と

こ
ろ
、
Ｊ
Ａ
や
生
産
組
合

の
方
々
に
土
砂
撤
去
な
ど

の
復
旧
に
協
力
い
た
だ
い

た
の
で
、
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

米
田
さ
ん


